
 

令和４年度 第４回 北浜南小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開 催 日 時  令和５年 ２月７日（火） １５時から１６時まで 

２ 開 催 場 所  北浜南小学校 ３階会議室 

３ 出 席 委 員  三浦 うた子、波多 信広、永瀧 利佳、島尾 智砂子 

４ 欠 席 委 員  森田 正幸 

５ オブザーバー  細川 恭由（北浜南部協働センター） 

６ 学   校  松本 昌之（校長）、中谷 佳主枝（教頭）、白鳥 直樹（教務） 

無州 潤（ＣＳ担当）、山下 美波（ＣＳ担当） 

鈴木 利江子（ＣＳディレクター） 

７ 教育委員会   鈴木 陽子 （教育総務課）     

８ 傍 聴 者  なし 

９ 協 議 事 項   

（１）議長の選出について 

（２）学校評価について 

（３）学校運営協議会自己評価について 

（４）いじめ防止等のための基本的な方針について 

（５）来年度の経営方針について 

（６）その他 

 ・ 夢育やらまいか事業に対する意見書について  

10 会議録作成者  ＣＳディレクター 鈴木 利江子 

11 会 議 記 録 

  司会の教頭から、委員総数５人のうち４人の出席があり、過半数に達しているため、会議が成

立している旨の報告があった。 

 

 （１）議長の選出について 

司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、各委員から会長を推挙する旨の発

言があり、協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

 （２）学校評価について 

  議長の指示により白鳥教務から別紙資料（学校だより特別号①、②、③）に基づき学校評価に

ついて説明があり、委員からは、以下の発言があった。 

・ 朝の時間に読み聞かせを行っているが、子供から保護者に伝わっていないのが残念。 

    現在読み聞かせボランティアも平均年齢があがってきているので、若い保護者の方が入っ

てくれるとうれしい。人数が少ないため、低学年を中心に入ると高学年に入ることができ

なくなってしまう。もう少し参加してくれる方がいると助かる。      （永瀧委員） 

・ 学校の方で年度初めに募集はしている。                 （白鳥教務） 



・ 今、保護者の方は働いている人が多いので朝の早い時間は難しいのかなと思う。（永瀧委員） 

・ この時期になるとクラスごとの色がでてくる。クラスによっての違いがとても楽しい。今

の子は昔のことをあまり知らないので昔話を読むと用語の説明をしないと分からない。ご

家庭でも昔話の本が読めるといいと思う。                （永瀧委員） 

・ 子供会の役員決めの件、先生方や地域の方の頑張りでＰＴＡの仕事量が少なくなっている。

人数減らしてもいいのではないか。 

どこも人数が足りていない所をみると、ＣＳ、ボランティア、ＰＴＡが一体となって連動

し、補うような体制になれば解消してくると思う。            （波多委員） 

・ 言葉遣いについて、よくない、メディアの影響と言われているが学校側で言葉遣いが悪い

ことが問題になっているのか。今は昔よりよくなっているような気がする。逆に自己主張

がない、言いたいことが言えないようになっている感じがする。時代の流れもあるので、

その辺どうなのか教えて欲しい。                    （波多委員） 

・ 基準になる世間一般のレベルが今は上がってきているので、それを考えるとひどいと受け

止められがちなのかなという気がする。子供たちは本当に丁寧な言葉でしゃべっている。

叩き叩かれちょっとした言葉が取り上げられ、弱みをみせると攻撃の対象になる時代にな

ってしまった。                            （松本校長） 

・ 言葉遣いと社会はイコール。住みにくい。                （波多委員） 

・ 子供たちは「さん」「君」付けで呼んでいる。明らかにひどい呼び方はしていない。 

                                   （松本校長） 

・ 昔の方がやはりひどい言葉遣いをしていたと思う。今の子供は気を付けて言葉を使ってい

る。どんどん新しい言葉が出来てきて、その言葉の意味を保護者が知った時、良くないと

思い、使ってほしくないと思うのはよくわかる。           （無州ＣＳ担当） 

・ いいのか悪いのか分からないが今の子は住み分けが上手になっている。うまく泳ぐこつを

子供ながらにつかんでいると感じる。                  （永瀧委員） 

・ 保護者の意見は言葉遣いが多い。いい子でいて欲しい願望が強い。実際すごくいい子が多

い。人間性が重視されている時代。子供たちはどこで息抜きしているのだろう。 

自主的に優しい言葉を使うと子供たちから意見がでて、実際に意識が上がっている。とて

もいいこと。強制されるのではなく、やれることからやろうというところが成果につなが

っている。                              （島尾委員） 

 ・ 児童会活動等でやっていこうと取り上げていく自主性を育てていって欲しい （三浦委員） 

 ・ 言葉遣いはあいさつもでき、元気な子が多い。特別悪いとは思わない。考える子の学習習

慣のところは保護者と子供のギャップが激しい。これはどういう意味なのか。保護者の期

待が高いのか、子供たちが自分に甘いのかどちらなんだろうか。保護者の期待が高いだけ

ならいいが、子供たちが自分では頑張っているが実はもう少し頑張れる、目標を低めに見

てしまっていたら、これからの子供たちの伸びが心配。保護者と子供の差についてどうな

のか。                              （オブザーバー） 

 ・ 私の経験から親が見ていない、気づいていない、実はしっかりやっていたということがあ

った。今は保護者がもっと忙しくて気づいていないということもあるかもしれないし、子

供が甘いということもあるかも。家庭によって色々違いがあるのではないか。（永瀧委員） 



 ・ 懇談会等はどうなっているか。                     （三浦委員） 

・ 今のところ今年度はなかった。２月の参観会の後に予定している。     （白鳥教務） 

・ コンスタントに１学期とか２学期とかに懇談会があると話し合う機会あり、このギャップ

が解消できるのではないか。懇談会等は来年度どんな感じなのか。    （三浦委員） 

 ・ 今年度もやりたかったが少しすくないかもしれない。           （松本校長） 

 ・ 年に２回実施。しっかり話し合えるのは３学期のみ。           （白鳥教務） 

 ・ コロナ禍なので致し方ないが、懇談会の中でのテーマをどんなふうにしていったらいいの

かが来年度の課題。またぜひよろしくお願いしたい。           （三浦委員） 

 ・ 保護者のジャッジの仕方。評価を厳しめにつけているだけなのではないかと思う。基準が

明確であればもう少し近い分析が出来るのではないか。          （波多委員） 

 

（３）学校運営協議会自己評価について 

 議長の指示により、各自別紙評価項目１～３を読み、委員からは、以下の発言があった。 

・ ＜評価項目１＞ 十分な熟議ができた。概ね達成できている。 

＜評価項目２＞ こちらもきちんとできている。熟議を進めることができた。 

＜評価項目３＞ 町ぴか活動はＣＳの中心であり今後も継続し地域の方とふれあう活動を

継続していく。ソフボール投げでの地域指導者の活用と充実をはかる。これも継続で。 

                                   （三浦委員） 

・ ソフトボール投げ指導、とてもよかった。ぜひ来年度もお願いしたい。   （中谷教頭） 

・ 走り方教室の方はできるかどうか年度末に話をつめてもらえればありがたい。教員や地域

の方が入ってやっていくということもできると思う。           （三浦委員） 

・ 制服、体操服の活用も２～３年に一度でもいいので集めて活用してもらう。こちらも継続

してやっていくでいいか。                       （三浦委員） 

・ どれくらい集まるかわからないが、３月に周知する予定。年度明けてから卒業生が持って

きてくれる。                             （中谷教頭） 

・ 集めてもらい毎年でなくてもいいので委員の協力のもと、継続ということで。（三浦委員） 

・ 新しい取り組みで、北浜南小区内におけるＰＴＡ等あらゆる団体と連携がとれる組織を提

案したいとの意見がでている。                     （三浦委員） 

・ 何かを作りたいということではなく、まず色んな状況を把握して協議の中でうまい方向に

もっていければいいなと思っている。色んな団体を手助けする形がとれればと思う。 

                                   （波多委員） 

・ 新たにというより継続していくにはどうしたらいいのか。色んなことは打ち出さないでや

っていこうというのが北浜南小ＣＳのスタイル。昔の遊びはどうだったか。 （三浦委員） 

・ 島尾委員と森田委員に動いていただいた。                （中谷教頭） 

・ 直前にコロナが流行り中止になってしまった。来年度こそはと思っている。 （島尾委員） 

・ せっかく作ったかるたもあるので昔の遊びも継続で。町ぴかもそうだが、子供たちと地域

の方が一緒にやるということが大事。                  （三浦委員） 

・ ６年生の職業の話もよかった。６年担任からなかなか講師が集まらないと話があったので

ＣＤに動いてもらい助かった。                     （中谷教頭）



                            

（４）いじめ防止等のための基本的な方針について 

 議長の指示により松本校長より別紙資料に基づきいじめ防止等のための基本方針について説

明があり、委員からは、以下の発言があった。 

・ いじめのことはしっかり考えていかなければいけない。読んで分からないこと、意見があ

れば学校の方へ連絡する形でよいか。                  （三浦委員） 

・ 基本方針については学校運営協議会の方でも意見を伺うというようになっているので、あ

る程度形が整った段階で皆さんに一度読んで頂き御意見を頂くような形をとっていきたい。

                                   （松本校長） 

・ 熟読して意見があれば中谷教頭に連絡する。               （三浦委員） 

 

 （５）来年度の経営方針について 

  議長の指示により松本校長より別紙資料に基づき来年度の経営方針について説明があり、委員

からは、以下の発言があった。 

・ 何か質問あるか。４月の時に意見をとらせてもらう形でいいか。いつも丁寧な説明を頂き

ありがたい。                             （三浦委員） 

 

 （６）その他 

 ・ 夢育やらまいか事業に対する意見書について 

  議長の指示により中谷教頭より別紙資料に基づき夢育やらまいか事業に対す意見書について

説明があった。 

                            

 その他報告事項等 

  


